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第１日 5月24日（土） 
 
学会受付（9:00～）：J館3階第1会議室前 
 
□ 開会の挨拶（9:30） 
印度学宗教学会会長  西村 直子   
 
□ 研究発表（9:40～12:40） 
1. デジタル祈祷の前史：明治・大正期における郵送祈祷の生成について            

陳 銘迪      （東北大学）                        
2. プロレタリア文学に見る死生観―近代知識人の思想潮流と立場形成―       

蒋 如馳          （東北大学） 
3. アメリカにおける代替医療の歴史―宗教学の視点から―     仲地 紀迪     （東北大学） 
4. ファン・デル・レーウとヤスパース―レーウの方法論をめぐって―           

久保 大生     （東北大学） 
5. 現代イスラームにおけるスーフィズムの変革的役割について      澤井 真       （天理大学） 
6. Atharvaveda II 13と成長儀礼―七五三との比較から―       尾園 絢一    （広島大学） 

7. ラインホールド・二ーバーの公共性の再検討            澤井 治郎        （天理大学） 
8. カマラシーラによる清弁「自不生論証」の論評         小林 守       （札幌大学） 
9. ウィルフレッド・C・スミスの宗教論再考               澤井 義次     （天理大学） 

 
□ 昼休み       （12:40～14:00） 
□ 理事会       （12:40～13:20） 第2会議室 
□ 評議員会     （13:20～14:00） 第2会議室 
 

 
公開シンポジウム『宗教の公共性を問い直す』（14：10～16：40） 

司会：滝澤 克彦（大阪経済大学教授） 
パネリスト 

「ヴェーダ王権儀礼における二つの側面―天界獲得と王権賦与―」  
坪田 さより  （東北大学特任研究員〈日本学術振興会特別研究員PD〉） 

「インドネシア・アチェ州におけるイスラーム法 Shari'a の歴史的背景と日常的文脈」              

福田 雄       （大阪大学准教授） 
「臨床宗教師と公共宗教―密教の公共性―」         松本 峰哲     （種智院大学教授） 

「トルコ共和国における政教関係と「宗教」の公共性について 」           
 佐島 隆 （大阪国際大学名誉教授） 

 
 
 
□ 総  会       （16:50～17:50）：第1会議室 
□ 懇親会       （18:00～20:00）：E館7階大樟ラウンジ 
 
 



第２日 5月25日（日） 
 

学会受付（8:40～）：J館3階第1会議室前 
 
□ 研究発表（9:10～12:10） 
1. インドネシアにおける宗教と法―宗教冒涜罪の適用をめぐる諸問題― 

岡田 亜里     （東北大学） 

2. パンデミックと宗教―近代日本における公衆衛生との関係性― 龚 熙雁         （東北大学） 

3. 修祓･大祓詞祈祷体験によるスピリチュアリティ的認知変容に関する研究 
                                                             山﨑 洋史       （東北大学） 
4. 救急・災害医療に従事する医師の死生観                     川崎 磨美        （東北大学） 
5. インド密教における内的な火の遷移―クリシュナ所説を中心に― 渡辺 亮        （東北大学） 
6. 正教会式葬儀の地域的展開―岩手県における日本的葬送習俗の受容と調整― 
                                     佐﨑 愛           （東北大学） 
7. アバヤーカラグプタとパン翻訳官ロドゥーテンパ―ツォンカパの二つの「覚え書」をめぐって  

菊谷 竜太     （高野山大学） 
8. 岸本能武太『日誌』におけるリバイバルの記述について       高橋 原           （東北大学） 
9. シャンカラスヴァーミンとダルマキールティ                  木村 俊彦   （四天王寺大学） 
 
□ 昼休み       （12:10～13:00） 
 
□ 研究発表（13:00～16:50） 
10. 中国政府視点から見る『宗教レベル』の宗教政策分析         覃 嘉維         （東北大学） 
11. 現代日本におけるアニメとスピリチュアリティ研究の交差点   孫 雅然            （東北大学） 

12. 供養実践における宗教モノの物質性―米子地蔵札打ちの事例から考察する「札」の機能と意味― 
                                                           王 伊寧           （東北大学） 
13. 旱魃時における寺社祈祷と民俗芸能―近世における北部九州地方を例に―  

谷山 ことね    （日本女子大学） 
14. 社会復帰に宗教はどのように関わるのか―出所後の更生支援を事例として―    

                   堀川 みき         （長崎大学） 
15. インタビュー調査から見る台湾臨床仏教宗教師たちの挑戦と現実 方 東岳         （東北大学） 
 
□ 休憩       （15:00～15:10） 
 
16. ジャイナ教戒律文献における還俗について―Vyavahārabhāṣyaを中心に―  

藤本 有美 （宮城県立仙台二華高等学校） 
17. 世俗研究の動向と展望                                     諸岡 了介        （島根大学） 
18. 梵文法華経第VII章の言語                                   笠松 直  （仙台高等専門学校） 
19.〈ビハーラ教学〉と実践宗教学―チャプレン研究の立場性―     谷山 洋三        （東北大学） 

20. ネパール独自の梵文仏伝TJAMはいかに作られたか           岡野 潔           （九州大学） 
 
□ 閉会の挨拶（16:50） 



大会会場案内 

 

大阪経済大学 大隅キャンパス J館 大阪市東淀川区大隅2-1-1 

・阪急京都線「上新庄」駅より徒歩約20分 

・大阪メトロ今里筋線「瑞光四丁目」駅より徒歩約5分 

・大阪シティバス「大阪経大前」・「大阪経大正門」下車すぐ 

 

大阪経済大学 キャンパス地図 

キャンパスマップ中、守衛室脇（瑞光四丁目駅方面）とB館（上新庄駅方面、ただし土曜のみ）にキ

ャンパスへの入口があります。 

 

 

 

  

会場：J館3階第1会議室 


